
講義前後での高齢者イメージを調査した研究（穴
井 ら，2012； 保 坂 ら，1988； 伊 藤 ら，2010； 桂
ら，2008； 木 村 ら，2013； 金 原 ら，2018； 草 地
ら，2007；岡本ら，2011；炭多ら，2017；高岡ら，
2011）が多くみられる。また、祖父母との同居が
学生の高齢者イメージに影響を与えると報告する
研究（木村ら，2013；大塚ら，1999）がある一方で、
祖父母との同居は学生の高齢者イメージとは関連
がないとする研究（畑野ら，2010）もある。さらに、
学生の高齢者のイメージ形成には、祖父母の態度
が関連する可能性があることから、世代間の思い
やりのある交流の重要性について述べられた研究

（奥村ら，2009）もある。
　以上の先行研究のほとんどは、老年看護学の講

１．はじめに
　日本は世界の中でも比類なき速さで高齢化が進
んでおり、全人口における高齢者の割合が高くなっ
ている。日本では高度経済成長期以降核家族化が
進み、地域において高齢者と若年者が世代を超え
て交流する機会は減少し続けていると思われる。
高齢者世代と交流する機会が少ない大学生は、地
域で自分らしい生活をしている高齢者のイメージ
を持ちにくい環境にあるといえるのではないだろ
うか。今後、看護学教育の中で、豊かな高齢者像
や高齢者観を学生が持てるようにする取り組みが
より一層求められてくることが予想される。
　看護学生の高齢者イメージに関する研究を概観
すると、看護学生に対して老年看護学実習前後や
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要旨
　地域の健康な高齢者との世代間交流は、看護学生の肯定的な高齢者イメージ形成につながるという研究報告がある。
今後、本学の老年看護学実習において世代間交流を意識した教育内容を取り入れていく必要性を検討するために現時
点での本学学生の高齢者イメージの評価が必要だと考える。そこで今回、本学看護学部２、３年生を対象に老年看護
学実習を終えている学生と終えていない学生の高齢者イメージを詳細に分析し、今後の本学の学生に対する世代間交
流についての教育内容の方向性について検討することを目的に研究を行った。
　祖父母と同居の有無、同居していない祖父母との交流の有無、老年看護学実習履修状況、５項目の高齢者のイメー
ジ等をアンケートの回答項目とした。アンケート結果は二値に変換し、単変量及び二変量で解析を行った。その結果、
老年看護学実習済み学生と未実習者の高齢者イメージには、関連がみられなかった。しかし、実習済み学生の高齢者
イメージ項目の変数間の関連についてχ2検定による解析を行った結果、肯定的なイメージの傾向がみられた。
　本学の老年看護学において地域で生活する高齢者との世代間交流をとり入れることは、学生の高齢者イメージの傾
向を肯定的なものにすることに有効である可能性が示唆された。
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３）分析方法
　質問により得られた各回答については二値に変
換し、単変量及び二変量で解析を行った。さらに、
老年看護学実習履修状況については「実習済み群」
と「未実習群」の二群に分け、単変量及び二変量
解析を行った。
　統計解析には、SPSSVer.19を使用、記述統計
とPearsonのχ2検定を用い、統計学的有意水準は
p<.05とした。

４）倫理的配慮
　研究対象となる学生には、研究への参加は任意
であり、参加・不参加による不利益が生じないこ
と、アンケートは無記名とし、参加協力は断るこ
とが出来ること、白紙での提出あるいはアンケー
ト用紙の破棄を認めること、アンケート提出をもっ
て、研究参加の同意が得られたと判断することを
口頭で十分に説明した。また、アンケート回収ボッ
クス周辺には研究者が近づかないようにした。さ
らに調査項目に個人を特定するような設問を作ら
ず、対象者の個人情報や匿名性を確保した。本研
究は研究者が所属する機関の研究倫理委員会の承
認を受けて実施した。

３．結果
１）対象者の概要
　２年生110人、３年生96人の206人を対象とし、
同意の得られた181人の回答を回収した。そのうち、
質問の回答に欠損がみられるものを除外し、最終
的に159人を分析対象とした（有効回答率87.8％）。
２年生86人、３年生73人、平均年齢は20.72歳で、
実習済みの学生（３年生）は51人であった。
　参加学生159人のうち、祖父母と同居していない
人は、139人で全体の87.4％であった。また、高齢
者に興味がありもっと話がしたいと回答した学生
は82人で全体の51.6％、世代間交流について興味が
あると回答した学生は89人で全体の56.0％であった。
高齢者のイメージについては、あたたかいと回答
した学生は全体の93.1％、話しやすいと回答した学
生は全体の84.9％、きちんとしていると回答した学
生は全体の86.1％であり、回答に偏りがみられた。

義あるいは老年看護学実習前後での学生の高齢者
イメージの変化を報告したものであるが、地域で
暮らす健康な高齢者との交流による学生の高齢者
イメージの変化を報告した研究（渡邊ら，2011）
もある。渡辺らは、学生が実際に地域で生活する
健康な高齢者との交流を行った結果、高齢者に対
して、あたたかさやきちんとしているという肯定
的なイメージを持つことが出来るようになったと
報告している。本学の老年看護学では、地域で生
活する健康な高齢者と実際に接する取り組みをお
こなっていない。今後、本学の老年看護学の講義
あるいは実習において地域で生活する高齢者との
世代間交流を意識した内容を取り入れていくこと
も検討する必要があるのではないかと考える。そ
こで今回、本学看護学部の２、３年生を対象に老
年看護学実習を終えている学生と終えていない学
生の高齢者イメージについて詳細に分析し、今後
の本学における世代間交流に関する教育の方向性
について検討することを目的に研究を行った。

２．研究方法
１）対象及び調査方法
　本学看護学生の２年生、３年生を対象とし、世
代間交流への興味の有無、同居する祖父母の有無
や同居していない祖父母との交流の有無、高齢者
についての感じ方や考え方についてアンケートを
行った。調査時期は、2018年２月15日から2018年
３月30日で、年度末に行われた学年行事終了後に
実施した。

２）調査内容
　学年、年齢、祖父母と同居の有無、同居してい
ない祖父母との交流の有無と交流の方法及び頻度、
老年看護学実習履修状況、高齢者に対してあたた
かいイメージがあるか、高齢者に対して話しやす
いと感じているか、高齢者に強いというイメージ
をもっているかどうか、高齢者は何を考えている
のかわからないと感じているかどうか、高齢者は
きちんとしているというイメージをもっているか
どうか、世代間交流の興味の有無、高齢者に伝え
たいことがあるかどうか、過去のボランティア歴
の有無をアンケートの回答項目とした。なお、高
齢者イメージの項目については先行研究（穴井ら，
2012；草地ら，2007；奥村ら，2009）での高齢者イ 
メージの項目を参考に作成した。
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父母との同居の有無、世代間交流についての興味
の有無、ボランティア経験の有無については、実
習履修状況との関連はみられなかった。また、５
つの高齢者イメージ項目において、考えが理解で
きるかどうかと強いか弱いかについては、未実習
群よりも実習済み群のほうが肯定的な回答の割合
が高い傾向がみられたが、いずれの項目も、統計
学的有意な関連はみられなかった。

（２）世代間交流への興味と他の変数との関連
　世代間交流について興味があるかどうかと他の
変数及び高齢者イメージとの関連をみるためにク
ロス集計表を作成し、χ2検定を行った。その結果、
世代間交流への興味がある学生は興味がない学生
よりも、高齢者ともっと話がしたいという学生の
割合が高いこととの関連がみられた（p <.05）。一方、
世代間交流への興味と高齢者のイメージについて
は、世代間交流への興味がある学生は興味がない
学生よりも、高齢者をあたたかいとイメージする
割合が高いこととの関連がみられた（p <.05）。

（３）高齢者イメージの各変数間における関連
　学生の高齢者へのイメージの変化を比較するた
めに、老年看護学実習未実習学生と実習済み学
生の二群に分けた。そして、高齢者の５つのイ
メージ変数のうち、変数間の関連をみるためにク

２）各変数間の関連
（１）‌�老年看護学実習の履修状況とその他の変数と

の関連
　老年看護学実習の履修状況とその他の変数との
関連をみるためにクロス集計表を作成し、χ2検定
を行った。その結果、実習済み学生は未実習の学
生よりも、高齢者と話がしたいと思う学生の割合
が高いこととの関連がみられた（p<.05）。一方、祖

表１　回答の内訳� N＝159
人数 割合

祖父母と同居なし 139 87.4%
祖父母と同居あり 20 12.6%
世代間交流に興味がない 70 44.0%
世代間交流に興味がある 89 56.0%
老年看護学実習済み 51 32.0%
老年看護学実習未実習 108 68.0%
高齢者と話したくない 77 48.4%
高齢者ともっと話がしたい 82 51.6%
ボランティア経験なし 97 61.0%
ボランティア経験あり 62 39.0%
高齢者のイメージ
冷たい 11 6.9％
あたたかい 148 93.1％
話しにくい 24 151％
話やすい 136 84.9％
弱い 51 32.1％
強い 108 67.9％
考えが理解できない 83 52.2％
考えが理解できる 76 47.8％
だらしない 22 13.8％
きちんとしている 137 86.1％

表２　実習履修状況と変数との関連� N＝159

老年看護学実
習未実習（人）

老年看護学実習
実習済み（人） Ｐ値

祖父母と同居なし 95（46.0％） 44（54.0％） 0.7644祖父母と同居あり 13（30.0％） 7（70.0％）
世代間交流に興味がない 51（72.9％） 19（27.1％） 0.7574世代間交流に興味がある 57（64.0％） 32（36.0％）
高齢者と話したくない 59（76.6％） 18（23.4％）0.0228＊高齢者ともっと話がしたい 49（32.9％） 33（67.1％）
ボランティア経験なし 65（67.0％） 32（33.0％） 0.2373ボランティア経験あり 43（69.4％） 19（30.6％）
高齢者のイメージ
冷たい 7（63.6％） 4（36.4％） 0.7521あたたかい 101（68.2％） 47（31.8％）
話にくい 16（66.7％） 8（33.3％） 0.8861話しやすい 92（68.1％） 43（31.9％）
弱い 31（60.8％） 20（39.2％） 0.1850強い 77（71.3％） 31（28.7％）
考えが理解できない 61（73.5％） 22（26.5％） 0.1159考えが理解できる 47（61.8％） 29（38.2％）
だらしない 15（68.2％） 7（31.8％） 0.9778
きちんとしている 93（67.9％） 44（32.1％）
注）χ2検定　　＊p<0.05

表３ 世代間交流への興味と他の変数との関連� N＝159

世代間交流に興
味がない（人）

世代間交流に興
味がある（人） p値

老年看護学実習未実習 51（47.2％） 57（52.8％） 0.2373老年看護学実習済み 19（37.2％） 32（62.8％）
祖父母と同居なし 64（46.0％） 75（54.0％） 0.1766祖父母と同居あり 6（30.0％） 14（70.0％）
高齢者と話したくはない 43（55.8％） 34（44.2％）0.0036＊高齢者ともっと話がしたい 27（32.9％） 55（67.1％）
ボランティア経験なし 48（49.5％） 49（50.5％） 0.0828ボランティア経験あり 22（35.5％） 40（64.5％）
高齢者のイメージ
冷たい 8（72.7％） 3（27.3％）0.0469＊あたたかい 62（41.9％） 86（58.1％）
話にくい 14（58.3％） 10（41.7％） 0.1254話しやすい 56（41.5％） 79（58.5％）
弱い 21（41.2％） 30（58.8％） 0.6190強い 49（45.4％） 59（54.6％）
考えが理解できない 42（50.6％） 41（49.4％） 0.0808考えが理解できる 28（36.8％） 48（63.2％）
だらしない 10（45.5％） 12（54.5％） 0.8843きちんとしている 60（43.8％） 77（56.2％）
注）χ2検定　　＊p<0.05
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生よりも、強いとイメージする学生の割合が高い
こととの関連がみられた（p<.05）。一方、話しや
すいとイメージする学生は話しにくいとイメージ
する学生よりも、高齢者の考えが理解できるとイ
メージする学生の割合が高かったが、統計学的有
意はみられなかった。

４．考察
１）実習済み学生の高齢者イメージについて
　５つの高齢者イメージ項目のうち３つの項目は、
実習済み学生と未実習学生の回答の割合について、
否定的な回答の割合に変化がなかった。近藤ら

（1993）は高齢者のイメージについて、老年看護学
実習後に総じて否定的な方向に変化すると報告し
ており、桂ら（2008）も看護学生の１年生から４
年生が抱く認知症の高齢者の17項目のイメージで、
16項目が否定的評価を示したと報告している。本
研究においても５つの高齢者イメージのうち３つ
において否定的な高齢者イメージの割合が変わら
なかったという点では、上記の先行研究と類似す
る結果を得ることが出来ているのではないかと考
える。しかし他の研究では、老年看護学実習前後
の高齢者のイメージを比較した場合、実習後に高
齢者のイメージの項目の多くが肯定的イメージに
傾く（穴井ら，2012；伊藤ら，2010）と報告して

ロス集計表を作成し、χ2検定を行った。その結
果、未実習群及び実習済み群ともに、高齢者のイ
メージについてあたたかいイメージを持つ学生は
冷たいとイメージする学生よりも、話しやすいと
イメージする割合が高いこととの関連がみられた

（p<.05）。また、あたたかいイメージを持つ学生は
冷たいとイメージする学生よりも、きちんとして
いるとイメージする割合が高いこととの関連がみ
られた（p<.05）。そして、話しやすいとイメージ
する学生は話しにくいとイメージする学生よりも、
きちんとしているとイメージする割合が高いこと
との関連がみられた（p<.05）。
　次に未実習群でみた場合、話しやすいとイメー
ジする学生は話しにくいとイメージする学生より
も、高齢者の考えが理解できるとイメージする学
生の割合が高いこととの関連がみられた（p<.05）。
なお、あたたかいとイメージする学生は冷たいと
イメージする学生よりも、強いとイメージする学
生の割合が高かったが、統計学的有意はみられな
かった。
　そして実習済み群でみた場合、あたたかいとイ
メージする学生は冷たいとイメージする学生より
も、強いとイメージする学生の割合が高いことと
の関連がみられた（p<.05）。また、話しやすいと
イメージする学生は話しにくいとイメージする学

表４　高齢者イメージ間での関連
未実習群（人） N=108 実習済み群（人） N=51

冷たい あたたかい p値 冷たい あたたかい p値
話しにくい 6（37.5％） 10（62.5％） P<0.001＊ 4    （50％） 4     （50％） P<0.001＊
話しやすい 1   （1.1％） 91（98.9％） 0 43  （100％）
弱い 4（12.9％） 27（87.1％） 　 0.0854 4    （20％） 16    （80％） 　 0.0095＊
強い 3   （3.9％） 74（96.1％） 0 31（100％）
わからない 5   （8.2％） 56（91.8％） 　 0.4095 3（13.6％） 19（86.4％） 　 0.1801
理解できる 2   （4.3％） 45（95.7％） 1   （3.5％） 28（96.6％）
だらしない 6    （40％） 9    （60％） P<0.001＊ 2（28.6％） 5（71.4％） 　 0.0281＊
きちんとしている 1   （1.1％） 92（98.9％） 2   （4.6％） 42（95.5％）

話しにくい 話しやすい 話しにくい 話しやすい
弱い 7（22.6％） 24（77.4％） 　 0.1495 6    （30％） 14    （20％） 　 0.0240*
強い 9（11.7％） 68（88.3％） 2   （6.5％） 29（93.6％）
考えがわからない 13（21.3％） 48（78.7％） 　 0.0304＊ 5（22.7％） 17（77.3％） 　 0.2285
考えが理解できる 3   （6.4％） 44（93.6％） 3（10.3％） 26（89.7％）
だらしない 6    （40％） 9    （60％） 　 0.0031＊ 3（42.9％） 4（57.1％） 　 0.0333*
きちんとしている 10（10.8％） 83（89.2％） 5（11.4％） 39（88.6％）

弱い 強い 弱い 強い
考えがわからない 13（21.3％） 48（78.7％） 　 0.0530 11    （50％） 11    （50％） 　 0.1695
考えが理解できる 18（38.3％） 29（61.7％） 9    （31％） 20    （69％）
だらしない 6    （40％） 9    （60％） 　 0.2973 6（85.7％） 1（14.3％） 　 0.0067*
きちんとしている 25（26.9％） 68（73.1％） 14（31.8％） 30（68.2％）

理解しにくい 理解しやすい 理解しにくい 理解しやすい
だらしない 9    （60％） 6    （40％） 　 0.7671 4（57.1％） 3（42.9％） 　 0.4205
きちんとしている 52（55.9％） 41（44.1％） 18（40.9％） 26（59.1％）
注）χ2検定　　＊p<0.05
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学生の高齢者に対する肯定的なイメージ形成に向
けて、実習等で本学学生が地域で暮らす健康な高
齢者と接する機会を持てるような取り組みについ
ても考えていく必要があるのではないかと考える。

６．研究の限界
　今回の調査は、２、３年生を対象としており、
対象となった学生の教育を受けた背景に偏りがあ
ると考えられる。今後は、経年的かつ、学年ごと
での調査研究となるように考慮する必要がある。
また、本研究は１大学のみの実施であり、一般化
は困難である。以上の点を踏まえ、今後の本大学
での世代間交流への取り組みについての評価を継
続的に行っていく必要があると考える。
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メージの項目間での解析も行っている。その結果、
未実習学生よりも実習済み学生のほうが、イメー
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いうことを明らかにすることが出来た。このこと
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かと考える。

５．結論　　
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関連から、老年看護学実習が学生の高齢者イメー
ジ形成に影響を与えていると考えられる。今後、
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